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井
田
徹
治
　
　
10

川
上
か
ら
川
下
ま
で
、
す
べ
て
の
人
に
正
当
な
利
益
を

マ
グ
ロ
の
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
　
小
野
征
一
郎
　
16

こ
だ
わ
り
素
材
で
生
き
残
り
を
か
け
る

水
産
市
場
の
目
利
き
　
福
元
勝
志
　
　
20

漁
師
が
育
ん
だ
氷
見
の
歴
史

資
源
管
理
に
つ
な
が
っ
た
台
網
漁
　
小
境
卓
治
　
　
26
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を
越
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海
の
幸

ブ
リ
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沢
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独
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研
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セ
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タ
ー
養
殖
研
究
所

つ
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り
育
て
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漁
業
　
編
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部
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水
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楽
習
実
践
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材
〈
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田
県
漁
業
組
合
〉

県
民
と
漁
業
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が
一
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で
守
る
ハ
タ
ハ
タ
文
化

禁
漁
で
資
源
を
回
復
　
編
集
部

38

み
ず
だ
よ
り

お
さ
か
な
で
生
き
る
　
さ
か
な
ク
ン
　
44

水
の
文
化
書
誌
　
コ
モ
ン
ズ
と
し
て
の
里
海
　
古
賀
邦
雄
　
　
46

文
化
を
つ
く
る

魚
食
文
化
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漁
業
資
源
管
理

編
集
部

48
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魚
食
文
化
と
漁
業
資
源
管
理

穀
物
と
野
菜
と
魚
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
和
食
。

日
本
人
が
ス
マ
ー
ト
で
長
寿
な
の
は
和
食
の
お
か
げ
、

と
和
食
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ご
馳
走
と
聞
い
て

思
い
浮
か
べ
る
メ
ニ
ュ
ー
の
上
位
に
は

今
で
も
「
寿
司
」
と
「
刺
身
」
が
並
び
ま
す
。

四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
日
本
で
は
、

豊
か
な
海
洋
資
源
を
利
用
し
て

多
彩
な
保
存
方
法
が
生
み
出
さ
れ
、

文
化
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
魚
を
食
べ
よ
う
と
思
っ
て
み
る
と

町
か
ら
は
魚
屋
さ
ん
が
姿
を
消
し
、

伝
統
的
な
料
理
は
廃
れ
、

漁
業
者
の
後
継
者
不
足
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

本
当
の
と
こ
ろ

日
本
人
を
魚
食
民
族
と
呼
ん
で
差
し
支
え
な
い
の
か
、

魚
を
資
源
と
し
て
も
大
切
に
し
て
い
る
の
か
、

ち
ょ
っ
と
迷
っ
て
し
ま
う
の
が
現
状
で
す
。

そ
ん
な
魚
の
あ
り
よ
う
を
探
っ
て
み
ま
し
た
。

東京築地の波除神社
冬の朝、あらかたの仕事が終わったころ、

うっすら夜が明けてくる。
祈願すれば、資源回復をかなえてくれるだろうか。


